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平成30年３月橋本市議会定例会会議録（第７号）その４ 

平成30年３月８日（木） 

                                          

日程第19 議案第30号 市道路線の認定に

ついて から、日程第22 議案第36号 公

の施設の指定管理者の指定について まで

の４件 

○議長（岡 弘悟君）日程第19 議案第30号 

市道路線の認定について から、日程第22 

議案第36号 公の施設の指定管理者の指定に

ついて までの４件を一括議題といたします。 

 本案に関し、委員長の報告を求めます。 

 経済建設委員会委員長 10番 森下君。 

〔10番（森下伸吾君）登壇〕 

○10番（森下伸吾君）去る２月22日の本会議

において、本委員会に付託された議案第30号 

市道路線の認定について、議案第31号 市道

路線の廃止について、議案第32号 市道路線

の変更について、議案第36号 公の施設の指

定管理者の指定について を審査するため、

３月１日に委員会を開催し、慎重審査の結果、

いずれも全会一致で原案のとおり可決すべき

ものと決しましたので、以下その概要を報告

いたします。 

 議案第30号は、民間事業者が宅地造成工事

により築造した道路を三石台407号線、三石

台408号線としてそれぞれ市道認定するもの

であり、委員会は先に現地に赴き調査の後、

審査を行いました。 

 委員から、質疑、意見等はありませんでし

た。 

 議案第31号と議案第32号は、真土西線につ

いて、京奈和自動車道の橋本東インターチェ

ンジが設置されたことにより一部通行が不能

となったため、これを一旦全線廃止とすると

ともに、一部存続している区間を既存の垂井

真土線に追加するよう、垂井真土線を市道変

更するものと、花岡池線について、京奈和自

動車道整備事業により南北に分断されたため、

その北区間を廃止するものと、長平大林線に

ついて、同様に京奈和自動車道整備事業によ

り南北に分断されたため、その北区間を長平

大林線から既存の北側道原田長平線に追加す

るよう、長平大林線と北側道原田長平線を市

道変更するものであり、委員会は先に現地に

赴き調査の後、審査を行いました。 

 委員から質疑、意見等はありませんでした。 

 議案第36号は、橋本市高野口山村体験交流

促進センターについて、地元区民で構成され

ている現在の指定管理者であるふるさと体験

村管理組合が、地域の森林資源を最も熟知し

ており、景観保全やその活用においても、地

元の活性化に最もつなげられると判断したこ

と、また当センター建設の経過も踏まえ、引

き続き平成30年４月１日から33年３月31日ま

での３年間、指定管理者として指定するもの

である。 

 委員から、雑収入について、29年度決算で

は約21万円であるのに対し、30年度収支計画

では４万円しか計上されていないのはなぜか 

とのただしがあり、29年度は県から補助金が

交付されたため突出しているが、雑収入は通

常ほとんどない との答弁がありました。 

 30年度に予定しているイベントのうち、嵯

峨谷里めぐりハイキングの 29年度参加者

は500人程度だったとのことだが、蛍鑑賞会の

参加者数は何人か とのただしがあり、毎年、

６月第３週あたりで実施しており、約30人の

参加があったとの答弁がありました。 

 イベント計画が29年度より減少しており、

利用者数減少も懸念されているが、市として

は、今後どのような協力を考えているか と

のただしがあり、若い世代の誘客のため、Ｆ
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Ｍ放送などのマスメディアの活用やＳＮＳに

よるイベント情報の拡散による集客を図りた

い。また、嵯峨谷里めぐりハイキングについ

ては、職員を動員し、管理面などいろんな面

で協力をしている との答弁がありました。 

 以上、報告いたします。議員各位のご賛同、

どうかよろしくお願いをいたします。 

○議長（岡 弘悟君）ただ今の委員長報告に

対する質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 これより、議案第30号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第30号 市道路線の認定に

ついて を採決いたします。 

 委員長報告は可決であります。委員長報告

のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 これより、議案第31号と議案第32号を２件

一括して討論を行います。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第31号 市道路線の廃止に

ついて と、議案第32号 市道路線の変更に

ついて の２件を一括して採決いたします。 

 委員長報告は可決であります。委員長報告

のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第36号の討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第36号 公の施設の指定管

理者の指定について を採決いたします。 

 委員長報告は可決であります。委員長報告

のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

                     

日程第23 議案第29号 第２次橋本市長期

総合計画基本構想について 

○議長（岡 弘悟君）日程第23 議案第29号 

第２次橋本市長期総合計画基本構想について 

を議題といたします。 

 本案に関し、委員長の報告を求めます。 

 総合計画調査特別委員会委員長 10番 森

下君。 

〔10番（森下伸吾君）登壇〕 

○10番（森下伸吾君）去る２月22日の本会議

において、本委員会に付託された議案第29号 

第２次橋本市長期総合計画基本構想について 

を審査するため、３月１日に委員会を開催し、

慎重審査の結果、全会一致で原案のとおり可

決すべきものと決しましたので、以下その概

要を報告いたします。 

 議案第29号は、2008年に策定された第１次

橋本市長期総合計画が2017年度末をもって計

画期間の満了を迎えるにあたり、2018年度か

らの10年間を計画期間とする第２次橋本市長

期総合計画を策定するものである。 
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 本計画は、人口減少、少子高齢化が急速に

進み、さまざまな課題が生じている中、持続

可能なまちづくりを進めていくため、進むべ

き方向性を市民と共有し、総合的かつ計画的

に行政運営を行うよう、めざすまちの姿とそ

の実現に必要な政策、施策などをまとめたも

のである。 

 本計画の最上位に位置づけられる基本構想

においては、まちづくりの基本的な考え方と

なる５項目の基本理念とめざすべきまちの将

来像を、「人輝き あたたかさ湧きでる みん

なで創造する元気なまち 橋本」と定めてお

り、将来像の実現のための３項目の基本目標、

目標を達成するための９項目の施策、そして、

施策を展開していく上での３項目の行政推進

の基本方針を定めている。また、2027年の目

標人口を６万人とするとともに、めざすべき

都市の将来の姿を都市構造により示している。 

 委員から、都市構造の交通軸に関する記載

において、京奈和自動車道を高速道路と位置

づけているが、正しくは自動車専用道路では

ないか とのただしがあり、高速道路は一般

的に高速自動車国道と自動車専用道路の両方

が含まれていることから、表記上の問題はな

いと考える との答弁がありました。 

 以上、報告といたします。議員各位のご賛

同、よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡 弘悟君）ただ今の委員長報告に

対する質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第29号 第２次橋本市長期

総合計画基本構想について を採決いたしま

す。 

 委員長報告は可決であります。委員長報告

のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 これをもって総合計画調査特別委員会の調

査を終了いたします。 

  

 


